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●全ての県内企業経営者の方々へ贈る元気な経営応援コラム
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株式会社ニステック

　海外への工場移転に伴う産業の空洞化、安価な輸入品による
価格攻勢など中小企業を取り巻く環境は依然として厳しいもの
があります。このような中、独自の技術で「オンリーワン」を
目指している企業があります。今回は（株）ニステックの吉田
社長に元気のヒミツをお聞きしました。













平成16年11月9日　開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師

平成17年12月9日　開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師

平成17年1月31日・2月1日　開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師

平成17年2月24日　開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師

平成17年2月24日　開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師

　自社で保有する販売データを統計的に分析し、将来の予測に役立てる手法について
の講座を開催しました。商品の特性を要素で分類し、それと売上データとの関連性を
エクセルを用いた統計的分析により導き出し、売れている商品のどの要素が消費者に
有効なのかを発見する手法についての講義が行われました。

　会社に利益をもたらすのは、一時的なヒット商品ではなく、長期的なロングセラー商品で
あり、それの開発を考えるべきであるといった講義が行われました。また、新商品のアイデ
アを効率的に発想するために“人のアイデアは批判しない”“ほめ合う”“責任を求めない”
といったルールを設定して行う発想法の実習も行われました。

　今後拡大が予想されるシニア世代がつくる市場についての講義が行われました。いわ
ゆる団塊の世代が形成するこの市場は大きく有望ではあるが、良く見ると多様なミクロ
市場の集合体である。よって全体を捕らえる戦略より、多様性に対応した戦略が有効。こ
れには動きの軽い中小企業が有利であるという解説が行われました。

　なぜ経営にブランドが必要なのか、それは売り手が価格の設定を有利に行える、消費
者の商品選択の際の判断材料になる、新しい商品でも自動的にイメージ付けがされ易く
なるメリットがあるといった点についての講議が行われました。また中小企業のブランド
化へのステップについての説明も行われました。

　消費者アンケートの結果を分析し、消費者のニーズに合致する商品のコンセプトの
開発を行う手法についての講座を開催しました。少ないアンケート項目から消費者の
潜在的なニーズを発見するためのアンケートの作成方法や、結果の分析方法、そして
そこからコンセプトを作る方法についての講義が行われました。

Excelによるデータ分析　

　『製品の売れる要素を発見する』

Excelによるデータ分析　

　『ヒットする商品のコンセプトを開発する』

『ゼロからはじめるブランド戦略』
　　～中小企業のためのデフレに打ち勝つブランド活用ノウハウ～』

『注目マーケットをつかむ商品開発』
　　～注目のターゲット、シニア世代の心をつかむビジネスノウハウ～

『ロングセラーを生む成功商品開発法』
　　～新市場を創造する新カテゴリー商品を競合より一つ先に先発開発するノウハウ～

田中 洋　氏
　【法政大学大学院ビジネススクール教授】

村田 裕之　氏
　　【村田アソシエイツ 代表】

梅澤 伸嘉　氏
　　【株式会社マーケティングコンセプトハウス代表】

上田 太一郎　氏
　　【データマイニング技術コンサルタント】

花輪 昇　氏
　　【データマイニング技術コンサルタント】
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●新市場開拓型デザイン開発事業

●デザイン関連の研究会活動

●受託者研修

●技術相談・情報提供

・デザインライブラリー

・デザイナーバンク

・デザインに関する相談

企業のデザインを重視した新商品開発の取り組みに対して、センターが支援を行う事業です。
以下のようなテーマで取り組みを行いました。

デザインに関連した新技術・新商品の開発をねらいとした異業種間の研究会活動をすすめています。
今年度は次のような研究会活動を行いました。

企業のデザイン力強化のため、センター職員によるデザインに関する技術研修を行っています。
今年度は次のような取り組みを行いました。

デザインセンターでは以下の業務も行っていますので、お気軽にご利用ください。


